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平成24年度前期
シティカレッジの開講に向けて

人生における意義とは何か。人は何のために生きるのか。何を為すために生
まれてきたのか。
このような問いに対する答えは容易には見つかりません。しかし、私はその

答えの鍵は、仕事にあると考えております。
京セラの創立者、稲盛和夫氏は次のように述べています。

一般によく見受けられる考え方は、労働とは生活するための糧、報酬を得
るための手段であり、なるべく労働時間は短く多く給料をもらい、あとは自
分の趣味や余暇に生きる。それが豊かな人生だというものです。そのような
人生観をもっている人のなかには、労働をあたかも必要悪のように訴える人
もいます。
しかし働くということは人間にとって、もっと深遠かつ崇高で、大きな価

値と意味をもった行為です。労働には、欲望に打ち勝ち、心を磨き、人間性
をつくっていくという効果がある。単に生きる糧を得るという目的だけでは
なく、そのような副次的な機能があるのです。

『生き方－人間として一番大切なこと－』より

一つのこと、一つの仕事に愚直なまでに打ち込むことを、稲盛氏は熱心に勧
めています。彼自身、そのように生きてきた。自分の仕事を、自分の職場を心
から好きになり、一生懸命働く。その日々の努力が、魂を磨き、厚みのある人
格を形成していくのだと。
本学のシティカレッジにご協力いただいている客員教授の先生方は、正にそ

のような日々の努力によって磨かれた、一流の方々ばかりです。
内館牧子先生の素晴らしい『源氏物語』のご講義や、福岡政行先生の優れた

政局分析、そして橋本五郎先生の真摯な日本の未来を思う言葉は、必ずや皆様
の胸に響くことでしょう。そして、小林彰英先生、腰塚賢二先生と本学のウイ
ンド・オーケストラとの共演は、その美しい調べと共に、必ずや皆様の心に残
ることでしょう。
私は常々、本学の教職員や学生達に「仕事の報酬は、仕事だ」ということを

話しております。仕事の報酬は、金銭に換えられるものでは決してないのです。
努力を惜しむことなく、苦労を重ねながら、一筋の道を歩いていく。そこに見
出されるものは、決して到達点ではありません。より豊かに、より謙虚に、そ
してより高い次元に達した、自分自身なのです。

ノースアジア大学理事長・学長　小　泉　　　健
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ノースアジア大学総合研究センター主催のシティカレッジ(公開講座)につきまして、ご案内申し上げます。

公開講座の日程は右頁のとおりとなっております。会場の案内図は22頁に掲載しております。
原則として16歳以上または高校生以上の方であれば、学歴を問わず、どなたでも受講できます。
ただし、「ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート」につきましては、中学生以下の
方も受講できます。
受講につきましては、下記のとおりお申し込みくださいますよう、よろしくお願いいたします。

１．申込方法
記のように３通りの方法でお申し込みできます。各講座とも開講日の前日までにお申し込みください（必着）。
ただし、「ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート」につきましては、巻末綴じ込みの専用
『郵便往復はがき』に50円切手を貼付し、お申し込みください。
① 郵送・ＦＡＸ

巻末綴じ込みの専用『シティカレッジ（公開講座）受講申込書』をご利用ください。
複数でお申し込みの場合は、コピーしてお使いください。

② はがき
巻末綴じ込みの専用『郵便はがき』をご利用ください。

③ ホームページ・E-mail（メール）
※下記「お問い合わせ先」のURL、アドレスとなります。
ホームページからお申し込みの場合、お申し込み画面のフォームに従い入力してください。
E-mail（メール）の場合、上記①の『シティカレッジ（公開講座）受講申込書』を参考に、受講者
のご氏名(フリガナを振ってください)・年齢、ご住所、ご連絡先、講座名、（有料講座の）受講料を
ご連絡ください。

２．申込書類の受付完了
申込書類（ハガキ、FAX等）が当センターに届いた時点で「受付完了」となりますが、当センターから受付
完了の連絡（メール、電話等）はいたしておりませんので、予めご了承願います。万が一、定員に達した場
合は当センターより連絡いたしますが、連絡のない場合は直接会場へお越しください。

３．受講料の支払方法
（有料講座の）受講料につきましては、巻末綴じ込みの専用『銀行振込用紙』をお使いください。秋田銀行
の本店・支店から指定期間内「４月９日(月)から７月13日(金)」のお振り込みの場合は、振込手数料が全額
免除されますので、ご利用をお勧めいたします（受講料は開講日の前日までにお振り込みください）。
※専用『銀行振込用紙』は、各金融機関の窓口（郵便局を除く）でお振り込みすることも可能ですが、所定
の振込手数料がかかります。

４．一般の方が受講する場合の特典（修了証）
平成23年度から平成25年度まで（第３期）のシティカレッジを30コマ以上受講された方に対しまして、シ
ティカレッジの第３期修了証を授与いたします（第３期終了後、該当者へご連絡いたします）。
※講演会などは受講１回で１コマとします。「経済学部講座」のように複数回に渡る講座は、４回受講した
とすると４コマとなります。コマ数は、平成23年度から平成25年度までの累積となります。「ノースアジ
ア大学ウィンドオーケストラ・コンサート」はコマ数にカウントされません。

５．受講に際して
１）「教養講座」、「経済学部講座」を途中から受講される場合、事前に当センターまでお問い合わせくださ

い。
２）本学の学生は、学生証を会場受付で提示してください。
３）教室内での喫煙はご遠慮ください。飲食も原則禁止しますが、講師が必要と認めた場合はこの限りでは

ありません。
４）講師・会場係員の指示に従い、良識ある態度での受講を心掛けてください。
５）講師の急病、事故等で休講する場合は、原則として補講を行います。有料講座において同理由でやむを

得ず閉講する場合は、閉講回数に基づいた受講料をご返却いたします。
６）本学以外の会場では、駐車場の台数が限られておりますのでご了承ください。

お問い合わせ先

ノースアジア大学総合研究センター（40周年記念館3Ｆ）
〒010-8515 秋田市下北手桜守沢46-1 URL  http://www.nau.ac.jp/ c̃enter/
TEL 018-836-6592・4531 FAX 018-836-6530 E-mail  scenter@nau.ac.jp

ご　　案　　内
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講演会
Ⅰ「これならわかる『源氏物語』②」
Ⅱ「これならわかる『源氏物語』③・④」
脚本家・ノースアジア大学教育諮問会議委員

ノースアジア大学客員教授

内　館　牧　子 氏
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平成24年度前期シティカレッジ（公開講座）日程一覧

1
無料
(2回)

Ⅰ ４月１４日(土)
１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場
Ⅱ ６月 ８ 日(金)

１３：００～１６：１０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

講演会
Ⅰ「迷走民主党政権と経済危機」
Ⅱ「新政権で日本はどうなるのか。

政治･経済･外交そして秋田」
白 大学教授・ノースアジア大学客員教授

福　岡　政　行 氏
鷗

2
無料
(2回)

Ⅰ ５月 ８ 日(火)
１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場
Ⅱ ７月２０日(金)

１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

講演会
「日本の行方と秋田再生への道」
読売新聞特別編集委員・ノースアジア大学教育諮問会議委員

ノースアジア大学客員教授 橋　本　五　郎 氏

3
無料
(1回)

７月 １ 日(日)
１４：００～１５：３０
（開場１３：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート
テノール歌手・ノースアジア大学客員教授 小　林　彰　英 氏

ピアニスト・東京音楽大学専任講師 腰　塚　賢　二 氏

明桜高等学校吹奏楽部顧問・ノースアジア大学吹奏楽団顧問 石　崎　聖　也 氏　

ノースアジア大学吹奏楽団団員・明桜高等学校吹奏楽部部員

4
無料
(1回)

５月１９日(土)
１３：３０～１６：３０
（開場１３：００）

秋田市文化会館 大ホール

民俗学シンポジウム
「雪国の暮らしと文化 ー藁の民具からー」
学校法人ノースアジア大学常務理事・雪国民俗館館長 小　泉　正　樹 氏

ノースアジア大学法学部教授・雪国民俗館名誉館長 鎌　田　幸　男 氏

ノースアジア大学法学部教授・キャリアセンター長 花　田　富二夫 氏

ノースアジア大学総合研究センター教授 力　石　國　男 氏

ノースアジア大学法学部教授 奥　　　正　孝 氏

5
無料
(1回)

９月２２日(土)
１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学
３階大会議室

教養講座
「好感度アップの話し方」
フリーアナウンサー・ノースアジア大学客員准教授

綿　引　かおる 氏

6

1,200円
(４回)

高校生及び
本学の学生
は無料

6月14日、6月21日
7月5日、7月12日

各木曜日18:30～20:00
カレッジプラザ講義室

経済学部講座
「経済問題の最前線を読み解く
ー政治・経済のグローバル化と地方の財政危機ー」

ノースアジア大学総合研究センター長・経済学部教授

海老川　寿美夫 氏

ノースアジア大学経済学部長・経済学部教授 石　川　竹　一 氏

㈲アセット・プランニング代表取締役・ノースアジア大学客員准教授

田　畑　貴　行 氏

㈲アセット・プランニング専務取締役・ノースアジア大学客員講師

五　井　優　子 氏

7

1,200円
(4回)

高校生及び
本学の学生
は無料

6月14日、6月21日
7月5日、7月12日

各木曜日18:30～20:00
カレッジプラザ講義室

№ 公開講座名・講師名 開催日時・会場 受講料（回数）
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これならわかる『源氏物語』②

内館 牧子 氏 講演会内館 牧子 氏 講演会

講師 内 館　牧 子 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師講師 内 館　牧 子 氏
プロフィール 

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師講師

現　職　 脚本家
ノースアジア大学 教育諮問会議委員
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　歴 武蔵野美術大学 卒業
東北大学大学院 文学研究科修了
NHK大河ドラマ「毛利元就」・NHK連続テレビ小
説「ひらり」・TBSドラマスペシャル「塀の中の中
学校」他多数のテレビドラマの脚本を手掛ける。

開講日時 ４月14日(土) 午後１時～２時30分（開場 午後12時30分）
会　　場 ノースアジア大学 40周年記念館２階 271教場
＜内館先生からのメッセージ＞
昨年11月に、「これならわかる『源氏物語』①」をやったのですが、年末になってたまたま会

った複数の受講生から、
「もう忘れた。とても覚えきれない」
と言われ、ガク然としました。
「覚えきれない」と言うほどのことは、第一回では何もやってないのです。平安時代の社会、

貴族の状況、結婚の形態、そして全五十四帖のタイトルの読み方、主人公２、３人を取りまく環
境、そのくらいをお話したに過ぎず、まだ第一帖の「桐壺」さえ一頁も開いていないのです。
そうか、それでも覚えきれないか。私の講義は、『源氏物語』の研究者なら驚愕するほど単純化

し、わかりやすくしていますが、こうなったら、今回はさらにわかりやすくしましょう。①の復
習をやり、人物関係を丁寧に解説していきます。
①を聴いていない方々も、ご心配なくいらして下さい。とにかく『源氏物語』は面白いですか

ら、知らないと損ですよ。

これならわかる『源氏物語』③・④

開講日時 ６月８日(金) 午後１時～４時10分（開場 午後12時30分）

会　　場 ノースアジア大学 40周年記念館２階 271教場
＜内館先生からのメッセージ＞
「これならわかる『源氏物語』③」と「④」を、集中講義のように続けてやることにしました。

６月８日(金)午後１時から４時までの３時間です。
私がそう考えたのは、『源氏物語』は間があくと忘れてしまいがちだからです。「光源氏って誰

の息子だっけ？」とか「桐壺と藤壺って別人だっけ？」とか、本当に基本的なことさえ忘れるこ
とがあります。複雑に入りくんだ人間関係が、現在とはまるで違う社会形態、制度の中で展開し
ていくのですから、忘れるのも無理はありません。
昔から「須磨源氏」と言われています。多くの人は全五十四帖のうち第十二帖の「須磨」まで

が限度で、そこから先はギブアップするというのです。逆に考えれば、「須磨」まで面白く理解で
きたなら、あとは自分でも読み進められるでしょう。
今回の集中講義で「須磨」まで進め、自分で続きを読みたくなるよう、丁寧にしつこくやって

いきます。

※途中10分間の休憩があります。
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第５回 ノースアジア大学文学賞大学文学賞文学賞

　第１回文学賞は 204作品、第２

回文学賞は 270作品、第３回文学

賞は 381作品、第４回文学賞は

334作品のご応募がございました。

全国の皆様からたくさんのご応募

をいただき、誠にありがとうござい

ます。

　応募枚数は、高校生部門、大学生・一般の部門共に400字詰め原稿用紙５～10枚以内です。なお応募はオリジナルで未
発表の作品に限ります。
①表紙または、1枚目冒頭にタイトルと氏名を必ず明記してください。原稿用紙は縦書きで使用してください。ワープロ原
稿の場合は、40字×30行で印字してください。（どちらの場合もホチキス、綴りひも等で１冊に綴じて提出してください。）

②住所、氏名、電話番号、年齢、職業、略歴を明記した別紙を添付し、ノースアジア大学 総合研究センター までご郵送
ください。（出来れば巻末綴じ込みの応募用紙を使用してください。）

　　●ご希望の方には、文学賞の応募要項を本学総合研究センターから送付いたします●

内館　牧子 氏
脚本家

ノースアジア大学
教育諮問会議委員・客員教授

選 考 委 員

お問い合わせ先　ノースアジア大学総合研究センター（40周年記念館 3Ｆ）　　TEL 018-836-6592   FAX 018-836-6530
　〒010-8515 秋田市下北手桜守沢４６－１　E-mail　scenter@nau.ac.jp　URL　http://www.nau.ac.jp/̃center/

石 川  　好 氏
ノンフィクション作家・評論家
ノースアジア大学客員教授

小 泉  　健 氏
学校法人ノースアジア大学

理事長・学長

橋元　志保 氏
ノースアジア大学法学部准教授
本学教養・文化研究所長

選 考 委 員

　秋田県は多くの優れた文学者を輩出しています。若い皆さんに文学の喜びを知っていただきたいと常々考えておりました。
この文学賞への応募をきっかけとして、文学の新しい芽が開かれれば大変うれしいです。

Ⅰ 高校生の部門
　①エッセイ(自由作品 )の部　
　②短編小説の部

　◎最優秀賞…賞状と記念品（５万円相当の旅行券）  
　◎優 秀 賞…賞状と記念品（３万円相当の旅行券）
　◎学 校 賞…賞状と記念品
　Ⅱ 大学生・一般の部門
    　エッセイ（自由作品）の部

　◎最優秀賞…賞状と記念品（５万円相当の旅行券）
　◎優 秀 賞…賞状と記念品（３万円相当の旅行券）

　※それぞれの部で入選作を複数選びます。
　　また選考委員特別賞も授与します。
　※短編小説の部は、高校生のみの募集となります。
　※特に優れた作品を応募された高校には学校賞を贈り
　　ます。

趣　　　旨

部　　　門 応 募 内 容

応募資格

応募期間

　高校生の部門及び大学生・一般の部門において、広く
エッセイを公募いたします。テーマ及び形式は自由です。
なお、エッセイには、随筆・評論を含みます。また高校
生の部門のみ、「短編小説の部」を設けています。自由
に空想の翼を広げ、自分自身を表現してください。

アマチュアに限ります。年齢、学歴等は不問です。

発　　表 ２０１２年１１月上旬　文学賞授賞式

2012年５月15日㈫～９月８日㈯
　　　　　　　　　　　　　　　当日消印有効

学

は

募

い

学賞の応募要項を本学総合研究センタ から送付いたします●

ジア大学客員教授 理事長・学長 本学教養・文化研究所長



福岡 政行 氏 講演会福岡 政行 氏 講演会

講師 福 岡　政 行 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏講師 福 岡　政 行 氏
プロフィール 

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師講師
プ
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現　職 白 大学 法学部教授
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　歴 早稲田大学大学院 政治学研究科 博士課程修了
駒澤大学 法学部助教授

鷗

第１回「迷走民主党政権と経済危機」

開講日時 ５月８日(火) 午後１時～２時30分　(開場 午後12時30分)
会　　場 ノースアジア大学 40周年記念館２階 271番教場
＜講演内容＞
野田首相が5月の季節にその座にあるのか。それとも、この受講日は、総選挙の真っ最中なのか。

いずれにせよ、5月政局は政変の二文字であり、政局⇒首相交代という時期なのかもしれない。
「遅すぎる」という声は、大である。政治の判断・東日本の復興など、どうにもならない状況

である。もちろん「ポスト野田が、岡田では…」という声も多い。大阪維新の大ブームはいつま
で続くか。そのインパクトは。
一方で、日本経済は日々深刻の度合いを深めている。日本の輸出の御三家は、自動車・電気・

半導体である。国内重視のマツダは赤字拡大で大苦戦。パナソニック・ソニーもサムスンに追い
抜かれる。かろうじて、半導体が少し元気も、円高で海外展開を余儀なくされる。
政治不毛。経済危機は今年も。そして、余命は三年か？

第２回「新政権で日本はどうなるのか。政治・経済・外交そして秋田」

開講日時 ７月20日(金) 午後１時～２時30分　(開場 午後12時30分)
会　　場 ノースアジア大学 40周年記念館２階 271番教場
＜講演内容＞
6月～7月の総選挙の可能性は高い。しかし、民主党大惨敗が予測される状況で、民主党の新人

約140名は危機である。「5人残れれば…」という状況。しかし、民主党にはコントロールタワー
がいない。まとめ役不在。迷走は続く。
一方、自民党も人材難である。財務省は、民主党・自民党の大連立を画策も、不発か。
日本の外交も戦略不在。普天間基地問題でも1cmも進まない、プーチンの「引き分け」の真意

は何か。日中関係は尖閣諸島の問題だけではない。農業も人口問題も、とにかく中国は世界第二
位の経済大国だ。日本という国の国益を考え、マルチな戦略で。外交の重要性は大である。
人口減少が続く秋田県。香川県高松市の丸亀町の商店街を紹介する。
是非ご参加ください。



橋本 五郎 氏 講演会橋本 五郎 氏 講演会

講師 橋 本　五 郎 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師講師 橋 本　五 郎 氏
プロフィール 

講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師講師
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現　　職 読売新聞特別編集委員
ノースアジア大学 客員教授
ノースアジア大学 教育諮問会議委員

履　　歴 秋田県山本郡琴丘町(現在の三種町)生
慶應義塾大学法学部卒業後、読売新聞社へ入社。
入社後は、浜松支局の記者を皮切りに、読売新聞東京
本社社会部記者、政治部記者、政治部次長、論説委員、
政治部長、編集局次長を歴任。

「日本の行方と秋田再生への道」

開講日時 ７月１日(日) 午後２時～３時30分　(開場 午後１時30分)
会　　場 ノースアジア大学 40周年記念館２階 271番教場
＜講演内容＞
東日本大震災から1年４か月が経とうとしている。復興は進んでいるのか。原発の行方はどうな

っているのか。復興を阻害しているのは何なのか。日本の政治は機能しているのかなどについて
分析しながら、人口減少の中、衰退の一途をたどっているかにみえる秋田の真の復興についてさ
まざまな側面から考えて見る。

第30回開催 !!　第30回開催 !!　第30回開催 !!　高杉祭高杉祭高杉祭高杉祭
ノースアジア大学
秋田栄養短期大学
ノースアジア大学
秋田栄養短期大学

皆様のご来学をお待ちしております。　【お問い合わせ】　018-836-1332 学生実行委員会

６/30土・７/１日　
10：00～ 16：00
平成24年

Information

しております皆様のご来学をお待ちしております 【お わせ】 018 836 1332わせ】 018 836 1332 学生実行委員会

サークル・ゼミナールの発表会・出店、フリマ、野外ステージ等の他、新企画も盛り沢山！今年は、東北一の大学祭を目指します。学園の学生・

生徒・教職員が一体となり、学園祭を盛り上げます !!

サークル・ゼミナールの発表会・出店、フリマ、野外ステージ等の他、新企画も盛り沢山！今年は、東北一の大学祭を目指します。学園の学生・

生徒・教職員が一体となり、学園祭を盛り上げます !!



ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート
♪ ノースアジア大学吹奏楽団・明桜高等学校吹奏楽部 ♪

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート
♪ ノースアジア大学吹奏楽団・明桜高等学校吹奏楽部 ♪

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート
♪ ノースアジア大学吹奏楽団・明桜高等学校吹奏楽部 ♪

＜演奏曲目＞
【第１部】
＊薔薇の花に心をこめて 大木　惇夫　作詞 山田　耕筰　作曲
＊青い眼の人形 野口　雨情　作詞 本居　長世　作曲　

岩河　智子　編曲
＊愛されている 星野　富弘　作詞 なかにしあかね　作曲
＊あすという日が 山本　瓔子　作詞 八木澤　教司　作曲
＊「愛の夢」“愛せるだけ愛せ” フライリヒラート　作詞 リスト　作曲
＊おお、私が眠るとき ユゴー　作詞 リスト　作曲
＊禁じられた歌 フロック　作詞 ガスタルドン　作曲
＊エストレリータ ポンセ　作詞・作曲　　　　　　　　　　　　　　　　

【第２部】
＊君微笑めば／When You're Smiling シャイ・ラリー／Shay･Larry
＊ユーミンポートレート／Yuming portrait 編曲：真島俊夫／arr. Mashima Toshio
～ 翳りゆく部屋 ～ あの日に帰りたい ～ リフレインが叫んでる ～ 朝陽の中で微笑んで ～ 卒業写真 ～ 中央フリーウェイ ～ 雨のステーション

＊ディズニー・メドレー1／Disney Medley１ 編曲：岩井 直溥／arr. Iwai Nohiro
～ ミッキーマウス・マーチ ～ 小さな世界 ～ ハイ・ホー ～ 狼なんかこわくない ～ いつか王子様が ～ 口笛吹いて働こう ～ 星に願いを
（Comp:Jimmie Dodd/Richard M.Sheman/Robert B.Sheman/Larry Morey/<br>Frank Churchill/Ned Washington/Leigh Harline）

＊カーペンターズ・フォーエヴァー／Carpenters Forever
～ シング～愛のプレリュード ～ トップ・オブ・ザ・ワールド ～ 遥かなる影 ～ スーパースター ～ ふたり誓い

＊美空ひばりメドレー／Misora Hibari Medley
～ 川の流れのように ～ リンゴ追分 ～ 川の流れのように

－ 8 －

開催日時 ５月19日(土) 開演：午後１時30分～４時30分 (開場 午後１時)
会　　場 秋田市文化会館 大ホール
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プロフィール＆コンサート開催に向けてのメッセージ

＊現　　職＊
テノール歌手
東京音楽大学講師
ノースアジア大学総合研究センター客員教授

＊履　　歴＊
東京藝術大学声楽科卒業。同大学院修了。文化庁オペラ研修所第6期生修了。
第16回イタリア声楽コンコルソ・テノール特賞受賞。文化庁芸術家在外研修員
としてイタリアに留学。在伊中、第8回エルコラーノ国際声楽コンクールで第2
位入賞。オペラでは、二期会「メリー・ウィドー」カミーユ、「チェネレントラ」
ラミーロ、「こうもり」アルフレードなどに出演。コンサートでは、Ｎ響・ラヴ
ェル「子供と呪文」、都響・ハイドン「四季」、日フィル・ブリテン「セレナー
ド」、東響・シェーンベルク「モーセとアロン」他、「第九」「メサイア」等で主
要オーケストラにソリストとして出演。'05年韓国・高揚市星沙劇場、イタリ
ア・スポレート市カイオ・メリッソ劇場で「曽根崎心中」徳兵衛に出演。現在、
二期会会員。東京室内歌劇場会員。

今年は5月、よい季節に皆さんにお目にかかります。今回は少し思うことがありまして、
コンサートとは関係のないことを書かせていただきます。先日、お坊さんのお話を聞く機会
があり、個人的にハッと思ったことがありました。その時のお話というのは、「食の乱れは、
心の乱れ」（職の乱れ!?ではありません）。考えてみると、食が乱れ、心が乱れれば体も乱れ
るわけで、そうなれば必ず病気にもなりますよね。成人病のほとんどが口から入るものによ
って起こるそうで、先日もテレビのニュースで言っているのを聞きましたが、バランスのい
い食事を良く噛んで、適量を規則正しくいただく。この当たり前のことがなかなか出来ない
時があります。そこで私は次のような標語を作り、いつも心に留めておくことにしました。
それは「食の乱れは心の乱れ。心の乱れは歌の乱れ。歌の乱れは生活の乱れ。生活の乱れが
食の乱れ。」この悪のサイクルに気をつけ、いつまでも皆さんに歌をお聞かせ出来るように
頑張っていこうと思います。楽しみにしております。

プロフィール

出　演

小林 彰英

＊現　　職＊
ピアニスト
東京音楽大学専任講師
＊履　　歴＊
東京藝術大学作曲科卒業
2001年・2002年、ワシントンのケネディセンターにてフルートの大和田葉子
と共演し、自作の「さくらファンタジー」を演奏。
現在、東京音楽大学及び大学院では、オペラ、伴奏法、ピアノ等、多岐に渡り
指導を行っている。

コンサートに寄せて

この度もまたこちらに招かれ、とても嬉しく思っております。
こうして音楽の仕事を通じて多くの人々と出会えるのは大きな喜びです。
本来出不精だった自分を変えてくれたのも音楽のおかげですし、いろいろな場面で勇気づ

けてくれたのも音楽でした。
そう考えると、これからは、自分の為だけでなく、今まさに癒しを求められる時だからこ

そ、人の役に立つ音楽活動とは？と自問自答する毎日です。

プロフィール

出　演

腰塚 賢二
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＊現　　職＊
明桜高等学校教諭
明桜高等学校吹奏楽部顧問
ノースアジア大学総合研究センター主任研究員

＊履　　歴＊
山形大学教育学部卒業
第25回全日本アンサンブルコンテスト全国大会金管八重奏のメンバー
として金賞受賞。第7回秋田県青少年音楽コンクール大学の部１位。大
学在学中にボストン交響楽団主席奏者Ｃ.シュリューター、ベルリンフ
ィルハーモニー管弦楽団Ｔ.クラモー、東京都交響楽団首席奏者高橋敦
の各氏によるマスタークラスを受ける。2008年12月には全日本選抜吹
奏楽団の副指揮者としてウイーン楽友協会ホールでの演奏会に参加。

いつからか小説を読むように楽譜を読めるようになりました。しかし、その小説は時が経
過して読み直すことでストーリーが変わっていることがあります。それはきっと作曲者や演
奏家に対する新しい解釈と自分の心境の変化なのではないかと思います。
懐メロを聴くと、写真を見るかのように、タイムスリップしたかのように思い出が蘇り、

感触や香りまで感じることがあります。
ラジオや街角のスピーカーからたまたま耳に入ってきた歌に励まされ、急に元気や意欲が

湧いてくることがあります。
「音楽の喜び」をいくつか並べてみました。スタッフの皆様のご協力とお客様の拍手に支

えられこのコンサートも今回で8回目を迎えることができました。客席とステージが一体と
なり「音楽の喜び」に満たされるコンサートをお届けします。

プロフィール

指　揮

石崎 聖也
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開講日時 ６月14日(木)・６月21日(木)・７月５日(木)・７月12日(木)
午後６時30分～８時　全４回

開講日時 明徳館ビル２階　カレッジプラザ講義室

講座内容講座内容講座内容講座内容

講座日程講座日程講座日程講座日程

普段の生活の中でなにげなく行っている「話す」という言語活動は、コミュニケーシ

ョンを司る大事な要素です。

この良し悪しで、人と人とが親しくなれたり、逆に人間関係がうまくいかなくなった

りしてしまいます。

正しく話しているだろうか、きちんと伝わっているだろうか、良い印象を与えている

だろうか、と不安に思うことはありませんか。

この講義では、日常の「話す」という活動がより良く、楽しくできるようになるため

のヒントを伝えます。

受講する皆さんには講義内で実際に話をしてもらいますので、のどを潤す水またはお

茶をご持参下さい。

● プロフィール ●

現　　職
フリーアナウンサー
ノースアジア大学 客員准教授

履　　歴
山形大学 人文学部法学科卒業
秋田テレビアナウンサー

講　　師

綿引　かおる氏

教養講座「好感度アップの話し方」教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「好好好好好好好好好好好好好好好好好感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッッッッッッッッッッップププププププププププププププププププププのののののののののののののののののの話話話話話話話話話話話話話話話話ししししししししししししししししししししし方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」教養講座「好感度アップの話し方」

回数 日　　程 テ　ー　マ

第１回

第２回

第３回

第４回

６月14日（木）

６月21日（木）

７月５日（木）

７月12日（木）

好感度アップの話し方

発声・発音

言葉の選び方

話してみよう・聞いてみよう
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪国国国国国国国国国国国ののののののののののののののののの暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららしししししししししししししししししししししとととととととととととととととと文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化  ――藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁藁ののののののののののののののののののの民民民民民民民民民民民民民民民民民具具具具具具具具具具具具具具具具具具具かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららら――」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

❅❅民俗学シンポジウム❅❅
「雪国の暮らしと文化 ―藁の民具から―」

－ 12 －

開講日時 ９月22日(土) 午後１時～２時30分　(開場 12時30分)
会　　場 ノースアジア大学　大会議室

＊プロフィール＊
現　　職
学校法人ノースアジア大学 常務理事
ノースアジア大学 雪国民俗館 館長

ご挨拶　ーシンポジウムの開催にあたってー
小泉 正樹氏

＊プロフィール＊
現　職　ノースアジア大学 法学部 教授

ノースアジア大学 雪国民俗館 名誉館長
秋田県民俗学会 会長

コーディネーター

鎌田 幸男氏

＊プロフィール＊
現　職　ノースアジア大学 法学部　教授

ノースアジア大学 キャリアセンター長
ノースアジア大学 教養・文化研究所 副所長

パネラー

花田 富二夫氏

＊プロフィール＊
現　職　ノースアジア大学 総合研究センター 教授

弘前大学大学院 名誉教授

パネラー

力石 國男氏
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シンポジウムの概要

第３回雪国民俗館の企画展は「藁の民具」とした。ことに雪国の暮らしにと
って、藁はなくてはならないものであった。冬の厳しい風雪から少しでも寒さ
を防ぐために稲藁を用いた雪囲をしたり、寝具にシベ布団（藁の表皮を入れた
布団）を用いたりした。また、民具類では、藁ぐつなどの履物、身につけるケ
ラ、藁製の手袋（テケシ）、かぶり物（ウマのツラ）、ご飯が冷たくならないよ
うに温かさを保つ容器（イヅメ）などがある。
こうした１つ１つのものには、冬の厳しい自然環境を意識したものや暮らし

の足跡が刻み込まれている。そして、冬雪にとざされた戸外の仕事が少ない時
期に作られてきた。藁は敲いて柔らかくすると強度を増して細工しやすくなる。
しかも、保温性があり、雪国の暮らしに適していた。こうして、風土性をもっ
た生活文化を構築してきたのである。
本シンポジウムのテーマを「雪国の暮らしと文化―藁の民具から―」とした

のもこうした理由からである。また、ノースアジア大学の学生サークルに「民
俗学研究会」がある。この機会に学生の調査活動も併せて報告したい。
そして皆さんと一緒に、藁の持つ文化、物質文化を探ろうとするものである。

＊プロフィール＊
現　職　ノースアジア大学 法学部 教授

パネラー

奥　正孝氏

ノースアジア大学雪国民俗学研究会所属 学生

報告者

雪国民俗学研究会
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● プロフィール ●

開講日時 ６月14日(木)・６月21日(木)・７月５日(木)・７月12日(木)
午後６時30分～８時　全４回

会　　場 明徳館ビル２階　カレッジプラザ講義室

経済学部講座　「経済問題の最前線を読み解く
－政治・経済のグローバル化と地方の財政危機－」
経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座　　「「「「「「「「「「「「「「「「「「経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題のののののののののののののののの最最最最最最最最最最最最最最最最最前前前前前前前前前前前前前前前前前前線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線ををををををををををををををををををを読読読読読読読読読読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ解解解解解解解解解解解解解解解解解解解くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
－－－政政政政政政政政政政政政政政政政政政治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治・・・・・・経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済ののののののののののののののののグググググググググググググググググググググロロロロロロロロロロロローーーーーーババババババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化とととととととととととと地地地地地地地地地地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方のののののののののののののののの財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危機機機機機機機機機機機機機機機機機機機－－」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
経済学部講座　「経済問題の最前線を読み解く
－政治・経済のグローバル化と地方の財政危機－」

現　　職
ノースアジア大学 総合研究センター長・経済学部教授

履　　歴
日本大学大学院商学研究科博士課程

コーディネーター・講師

海老川 寿美夫氏

現　　職
ノースアジア大学 経済学部長

履　　歴
国家公務員上級職（現Ⅰ種）試験合格農林水産省入省。
世界銀行ワシントン本部及び国連条約機構本部での26
年間の内、後半は管理職。10年以上国連条約機関本部
で管理職として実績を上げた日本人は極めて稀。

講　　師

石川 竹一氏

現　　職
㈲アセット・プランニング代表取締役
ノースアジア大学 客員准教授

履　　歴
秋田相互銀行（現北都銀行）などを経て独立
CFP登録　１級FP技能士

講　　師

田畑 貴行氏

現　　職
㈲アセット・プランニング専務取締役
秋田県金融広報委員会金融広報アドバイザー
ノースアジア大学 客員講師

履　　歴
住友信託銀行などを経て独立
CFP登録　１級FP技能士

講　　師

五井 優 子氏
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講座日程講座日程講座日程講座日程

講座内容講座内容講座内容講座内容

回数 日　　程 テ　ー　マ 講　　師

第１回

第２回

第３回

第４回

６月14日(木)
午後６時30分～午後８時

人生を豊かにするための資産運用法！！
～投資信託のお話あれこれ～

田畑　貴行 氏

６月21日(木)
午後６時30分～午後８時

セカンドライフのマネープラン
～幸せな老後を過ごすために～

五井　優子 氏

７月５日(木)
午後６時30分～午後８時

複式簿記が国を、地方を救う
－怯まず急げ公会計改革－

海老川 寿美夫 氏

７月12日(木)
午後６時30分～午後８時

世界に生きる秋田
～政治経済のグローバル化が進む中で、
秋田はどう生き抜くかを考える～

石川　竹一 氏

経済問題の最前線を読み解く～政治と経済のグローバル化の波が押し寄せるなか、
個々人は、国・地方はこのパラダイム転換期をどう乗り切り、生き延びていくか～

世界中の政治、経済が不安定な状況の中、これからの世界と日本はどうなっていくの
でしょうか、自分や家族はどこでどんな仕事に就くべきでしょうか、私達は人生の選択
肢をいくつ用意すれば様々な不安から解き放たれるのでしょうか。
私達の将来は、「決まった成功のパターンや勝ちの法則」のない未踏の地に入って行こ

うとしています。
・経済的基盤がなければ、ほとんどの人は自由に生きられません。
・リストラの対象になったとしても、まだ自由ですと言えるでしょうか。
・年金が減額されても、豊かな老後が保証されていますか。
・景気が良くなっても、給料減時代が続くとしたら個々人はどう対応しますか。
どんな人の人生にも確固たる経済に裏打ちされた土台が必要です。
受講者の皆さん！時代遅れの人生の設計図にしがみつかず、今日から新しい地平を切

り開くために新しい人生のコンパスを手に入れましょう。
この全４回の経済学部講座が、受講者の皆さんに、新しい設計図を手に入れるための

選択肢を提示することができることを願っています。
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雪国民俗館

あかり展のようすあかり展のようすあかり展のようす

「暮らしの中のあかり展」を終えて

第１回企画展示「暮らしの中のあかり展」では、雪国民俗館

のあかり具を50点ほど公開しました。厳冬の寒い時期でし

たが、予想を超えて多くの方々に見学していただきました。

「これ使ったんだ」

　学生、生徒は松脂ロウソクやカーバイトを見て「何こ

れ」という疑問を発していましたが、年配の方になると

「これ使ったんだ」、「夜、魚を突くのに使った」など懐

かしそうに語っていました。民具は眠りから目覚めて見

学者と語り合っている様子が伝わってきました。

学内の教職員、学生に周知

　見学者の年齢層は五十代から六十代が36％と最も多

く、次いで、十代から二十代が34％でした。若い層は

本学の生徒や学生が中心でした。今回の展示を通じて

多くの意見を頂きました。また、学内の教職員、学生、

生徒に雪国民俗館を周知できたことは成果の1つであっ

たと考えております。

「食と民具展」を４月に開催

　第２回企画展示は見学者からのご意見が多かった食

生活に関する民具を取り上げ、「食と民具展」としまし

た。食に関わる民具を80点余り展示しています。その

中には、あかり具と同様、昔使った民具がきっとあると

思います。是非ご覧いただきたく、お待ち致しておりま

す。



－ 17 －



－ 18 －



－ 19 －



－ 20 －



－ 21 －

JAPANESE LANGUAGE AND CULTURE COURSENORTH ASIA UNIVERSITY
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《会場ご案内図》

秋田中央I・C

城東中学校
秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口

秋田中央道路出入口

太平川大学病院

秋田大学

至国道13号線横山金足線

アルヴェ 明田地下道明田地下道明田地下道

千秋トンネル

千秋公園

県庁

秋田駅

南
大
通
り

中
央
大
通
り

山
王
十
字
路

仲
小
路

広
小
路

ノースアジア大学
秋田栄養短期大学

大学正門

守衛室

駐
車
場

40周年
記念館短大校舎

図
書
館

講
堂

大
学
校
舎

●お問い合わせ先●

ノースアジア大学総合研究センター
〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1
電話018-836-6592・4531  FAX018-836-6530
E-mail:scenter@nau.ac.jp
URL http://www.nau.ac.jp/ ̃center/

広小路

仲小路

中央通り

西口 東口

FORUS

アルヴェ

アトリオン東北電力

くらた

秋田西武

フォンテAKITA
みずほ銀行

秋
田
駅

●カレッジプラザ（明徳館ビル２階）●
〒010-0001
秋田市中通２丁目1-51
電話 018-825-5455
※カレッジプラザの駐車場は立体式です。（無料）
台数に限りがあります。

●秋田市文化会館●
〒010-0951
秋田市山王７丁目3-1
電話 018-865-1191

※秋田駅東口からスクールバス（無料）
　が運行しています。

ノースアジア大学　40周年記念館２階　271番教場

カレッジプラザ
明徳館ビル２階

文化会館
駐車場

文化会館
駐車場

至山王十字路

至臨海十字路

秋田市役所 秋田県庁

市民広場 裁判所

八橋運動公園

秋田市文化会館



キ
　
リ
　
ト
　
リ

作品

タイトル名

受付

番号
部門

Ⅰ高校生の部門
①エッセイ(自由作品)の部　　②短編小説の部

Ⅱ大学生・一般の部門
エッセイ(自由作品)の部

※「受付番号」には、何も記入しないでください。
該当する「部門」に○印をしてください。
（高校生は必ずエッセイまたは短編小説を選んでください。）

※

氏　　　名

現　住　所

連　絡　先

(現住所以外、

帰省先等)

〒

（ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　）

ふりがな

ふりがな

ふりがな

〒

（ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　）

在籍学校名

勤務先名

学年

年生

(西暦)

生年月日 年　　　月　　　日

(2012年9月1日現在　 歳）

枚数(400字詰原稿用紙換算で枚数を記入)

（ ）枚
表紙は含まない

ノースアジア大学 学長　殿

下記のとおり、第５回ノースアジア大学文学賞に応募します。

記入日：2012年　 月　 日

男
印

女

年 月 略歴(学歴・職歴)

第５回ノースアジア大学
文学賞応募用紙

キ
　
リ
　
ト
　
リ



受講を希望するものに

○印をしてください

受講料

受講数

シティカレッジ（公開講座）受講申込書
ノースアジア大学総合研究センター　殿　　

下記のとおり受講申込みします。

（郵送・ＦＡＸ）
郵送先　

〒010-8515 秋田市下北手桜守沢46-1

ノースアジア大学総合研究センター　宛

ＦＡＸ番号 018－836－6530

申込日 平成　　　年　　　月　　　日

ふりがな

ご氏名

ご住所　〒□□□－□□□□

電話番号　　　　　　　 （ ）
Ｅ-mail

※本学の学生のみ記入

経済 ・ 法 ・ 短大

学籍番号　　　　　

学年　　　　　年生

年齢

歳

№

１

2

3

4

5

6

7

公開講座名

内館牧子氏講演会

「これならわかる『源氏物語』②」

開催日時・会場 受講料

円

講座

※枠内に必要事項を記入してください。
※複数の場合は本書をコピーしてお申し込みください。
※ご記入いただいた情報は、シティカレッジ(公開講座)受講
者として登録するために使用し、その他の目的には使用
いたしません。

４月14日(土) 13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

内館牧子氏講演会

「これならわかる『源氏物語』③・④」

福岡政行氏講演会　

「迷走民主党政権と経済危機」

６月８日(金) 13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

５月８日(火) 13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

福岡政行氏講演会　
「新政権で日本はどうなるのか。政治・経済・外交
そして秋田」

７月20日(金) 13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

橋本五郎氏講演会

「日本の行方と秋田再生への道」

７月１日(日) 14：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・コンサート
※巻末綴じ込みの専用『往復はがき』でお申し込みください。

５月19日(土) 13：30～
秋田市文化会館 大ホール

無料

民俗学シンポジウム

「雪国の暮らしと文化 ―藁の民具から―」

９月22日(土) 13：00～
ノースアジア大学
３階大会議室

無料

教養講座

「好感度アップの話し方」

全４回
カレッジプラザ講義室

1,200円

経済学部講座
「経済問題の最前線を読み解く
－政治・経済のグローバル化と地方の財政危機－」

全４回
カレッジプラザ講義室

1,200円

キ
　
リ
　
ト
　
リ



受講
を希

望す
るも

のに

○印
をし

てく
ださ

い

受
講
料

受
講
数

№ １ 2 3 4 5 6 7

公
開
講
座
名

内
館
牧
子
氏
講
演
会

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
『
源
氏
物
語
』
②
」

開
催
日
時
・
会
場

受
講
料

円

講
座

※
枠
内
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
場
合
は
本
書
を
コ
ピ
ー
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
(公
開
講
座
)受
講

者
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

４
月
1
4
日
(土

) 
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番

教
場

無
料

内
館
牧
子
氏
講
演
会

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
『
源
氏
物
語
』
③
・
④
」

福
岡
政
行
氏
講
演
会
　

「
迷
走
民
主
党
政
権
と
経
済
危
機
」

６
月
８
日
(金

) 
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番

教
場

無
料

５
月
８
日
(火

) 
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番

教
場

無
料

福
岡
政
行
氏
講
演
会
　

「
新
政
権
で
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
政
治
・
経
済
・
外
交

そ
し
て
秋
田
」

７
月
2
0
日
(金

) 
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番

教
場

無
料

橋
本
五
郎
氏
講
演
会

「
日
本
の
行
方
と
秋
田
再
生
へ
の
道
」

７
月
１
日
(日

) 
1
4
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番

教
場

無
料

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

※
巻
末
綴
じ
込
み
の
専
用
『
往
復
は
が
き
』
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５
月
1
9
日
(土

) 
1
3
：
3
0
～

秋
田
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

無
料

民
俗
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
雪
国
の
暮
ら
し
と
文
化

―
藁
の
民
具
か
ら
―
」

９
月
2
2
日
(土

) 
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

３
階
大
会
議
室

無
料

教
養
講
座

「
好
感
度
ア
ッ
プ
の
話
し
方
」

全
４
回

カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
講
義
室

1
,2
0
0
円

経
済
学
部
講
座

「
経
済
問
題
の
最
前
線
を
読
み
解
く

－
政
治
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
方
の
財
政
危
機
－
」

全
４
回

カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
講
義
室

1
,2
0
0
円

郵
便
往
復
は
が
き

『
返
信
用
』

は
が
き

様

ご 　 住 　 所

（ お 申 込 者 の 住 所 と 氏 名 を ご 記 入 く だ さ い ）

入
場
無
料

座
席
数
に
限
り
あ
り

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

キ 　 　 リ 　 　 ト 　 　 リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）

受
講
申
込
書

下
記
『
郵
便
往
復
は
が
き
』
を
切
り
取
り
、
（
返
信
・
往
信
用
）
5
0
円
切
手
を
2
枚
（
2
ヶ
所
）

を
お
貼
り
に
な
り
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）
受
講
者
と
し
て
登
録

　
す
る
た
め
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ふ
り
が
な

ご
氏
名

（
代
表
者
名
）

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て 下 さ い 。切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て 下 さ い 。切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て く だ さ い 。

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）
受
講
申
込
書

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
　
殿
　
　
　
　
　
下
記
の
と
お
り
受
講
申
込
み
し
ま
す
。

申
込
日
 平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

年
齢

歳

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所
　
〒

※
本
学
の
学
生
の
み
記
入

経
済
 
・
 
法
 
・
 
短
大

学
籍
番
号
　
　
　
　
　

学
年
　
　
　
　
　
年
生

ご 　 氏 　 名

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

ノ ー ス ア ジ ア 大 学 総 合 研 究 セ ン タ ー

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 　 ー １

　 　 Ｔ Ｅ Ｌ 　 ０ １ ８ ー ８ ３ ６ ー ６ ５ ９ ２

　 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ０ １ ８ ー ８ ３ ６ ー ６ ５ ３ ０

〒 01
0-

85
15 46

５
月
1
9
日
(土
) 
午
後
１
時
3
0
分
～
　
秋
田
市
文
化
会
館

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

『
往
復
は
が
き
』
申
込
書

下
記
の
通
り
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
申
し
込
み
し
ま
す
。

※
４
名
以
上
の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
官
製
往
復
は
が
き
を
ご
準
備
し
て
同

様
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
）

Ｅ
-m
a
il

お
申
し
込
み
後
、
追
っ
て
『
返
信
用

は
が
き
』
に
て
無
料
入
場
券
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。



郵
便
往
復
は
が
き

０
1
5

1
０
8
5

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 46 ー  １

ノ ー ス ア ジ ア 大 学

　 　 　 　 総 合 研 究 セ ン タ ー

　 　 　 　 シ テ ィ カ レ ッ ジ 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行

こ
の
面
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

『
往
信
用
』

は
が
き

キ 　 　 リ 　 　 ト 　 　 リ

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

郵
便

は
が

き

０
1
5

1
０
8
5

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 46 ー  １

ノ ー ス ア ジ ア 大 学

　 　 　 　 総 合 研 究 セ ン タ ー

　 　 　 　 シ テ ィ カ レ ッ ジ 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行

公 開 講 座 申 込

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）

受
講
申
込
書



ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

振
込
金
受
取
書

（
兼
手
数
料
領
収
書
）

上
記
の
と
お
り
振
込
金
と
し
て
領
収
い
た
し
ま
し
た
。

（
取
扱
店
　
→
　
振
込
人
）

（
取
扱
店
　
→
　
秋
田
銀
行
本
店
　
→
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
）

（
取
扱
店
保
管
）

※
取
り
扱
い
銀
行
へ
お
願
い

秋
田
銀
行
の
本
店
・
支
店
か
ら
指
定
期
間
内
「
平
成
2
4
年
４
月
９
日
(月
)か
ら
７
月
1
3
日

（
金
）
ま
で
」
で
の
お
振
り
込
み
の
場
合
は
、
振
込
手
数
料
を
い
た
だ
か
な
い
よ
う
ご
配
慮
願

い
ま
す
。

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

金
　
額

振
込
先

振
込
期
限

ご
依
頼
人

振
込
手
数
料

秋
田
銀
行
本
店

普
通
　
8
6
1
5
4
5

学
校
法
人
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

お
な
ま
え

ふ
り
が
な

（
消
費
税
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）円 円

取
扱
店
出
納
印

振
込
依
頼
書

振
込
通
知
書

電
信
扱

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

〒

〒

T
E
L
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

T
E
L
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

依
頼
日

振
込
先

振
込
期
限

ご
依
頼
人

住
　
所

金
　
額

下
記
の
と
お
り
、
お
振
込
み
し
ま
し
た
の
で
、
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す
。

振
込
先

金
額

振
込
手
数
料

振
込
期
限

ご
依
頼
人

ご
依
頼
人

住
　
所

受
講
料
振
込
内
訳

（
該
当
講
座
に
○
印
を
し
て
下
さ
い
）

取
扱
店
出
納
印

秋
田
銀
行
本
店

普
通
　
8
6
1
5
4
5

学
校
法
人
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

秋
田
銀
行
本
店

普
通
　
8
6
1
5
4
5

学
校
法
人
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
T
E
L
（
0
1
8
）
8
3
6
－
6
5
9
2

（
受
講
者
）

ご
依
頼
人

（
受
講
者
）

日
中
の
ご
連
絡
先

お
な
ま
え

ふ
り
が
な

お
な
ま
え

ふ
り
が
な

円
円円

電
信
扱

キ
リ

ト
リ

キ
リ

ト
リ

キ
リ

ト
リ

受
講
料
振
込
内
訳
（
該
当
講
座
に
○
印
を
し
て
下
さ
い
）

受
講
料

1
,2
0
0
円

1
,2
0
0
円

2
,2
0
0
円

講
座
名

合
　
　
計

平
成
2
4
年
７
月
1
3
日
(金
)

平
成
2
4
年
７
月
1
3
日
(金
)

平
成
2
4
年
７
月
1
3
日
(金
)

教
 養
 講
 座

1
,2
0
0
円

経
済
学
部
講
座

1
,2
0
0
円

教
養
講
座

経
済
学
部
講
座

○
印
欄
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